
 

 

茨労委   年（不）第  号 

            事件 

 

年 月 日  

 

 

茨城県労働委員会 

会 長          殿 

 

 

                                    被申立人 所在地 

                                              名 称 

                                              代表者職氏名         

                                                           

 

答   弁   書 
 

 

本事件について，被申立人は下記のとおり答弁します。 

 

記 

 

１ 請求する救済の内容に対する答弁 

 

 

 

 

 

２ 不当労働行為を構成する具体的事実に対する答弁 

 

 

 

 

 

記載上の注意 

１ 申立書に記載されている項目に沿って，それぞれの事実に対して「認める」，「否

認する」又は「不知」等を記載するとともに，更にそれについての被申立人の主張

(理由)を記載してください。 

２ 答弁書では十分な主張ができない場合には，答弁書のほかに準備書面で主張して

も結構です。 

 

 

 

 

 

 


